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区政報告
ニュース

い
ま
、
地
球
温
暖
化
防
止
に
向
け

た
Ｃ
Ｏ
Ｐ
21
が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
う
し
た
中
、
荒
川
区
は
、
区
の
環

境
審
議
会
と
議
会
に
「
荒
川
区
低
炭

素
地
域
づ
く
り
計
画
の
改
定
」
（
素

案
）
を
示
し
ま
し
た
。

荒
川
区
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
は
、

人
口
増
に
も
か
か
わ
ら
ず
省
エ
ネ
努

力
な
ど
も
あ
っ
て
、
２
０
１
４
年
に

は
、
２
０
０
０
年
比
で
20
・
９
％
削

減
さ
れ
ま
し
た
。
（
区
内
産
業
の
停

滞
状
況
も
影
響
し
て
い
ま
す
）
そ
の

一
方
で
、
二
酸
化
炭
素
＝
Ｃ
Ｏ
２
の

排
出
は
、
増
加
し
て
い
ま
す
。
そ
の

原
因
は
、
福
島
原
発
事
故
に
よ
っ
て

石
油
、
石
炭
、
天
然
ガ
ス
に
よ
る
発

電
が
増
加
し
た
た
め
と
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
福
島
原
発
事
故
の
後
も

「
原
発
再
稼
働
」
に
固
執
し
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
拡
大
に
消
極
的
な

い
し
否
定
的
な
政
府
や
財
界
の
責
任

も
重
大
で
す
。
原
発
ゼ
ロ
を
宣
言
し
、

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
抜
本
的
拡

大
が
必
要
で
す
。
ま
た
、
原
発
へ
の

依
存
が
何
を
ま
ね
い
た
か
、
甚
大
な

損
失
と
人
の
く
ら
し
を
い
ま
も
奪
い

続
け
て
い
る
福
島
原
発
事
故
の
実
相

を
見
て
も
明
ら
か
で
す
。

同
時
に
、
こ
の
計
画
改
定
で
は
、

引
き
続
き
２
０
２
０
年
ま
で
に
Ｃ
Ｏ

２
25
％
削
減
目
標
を
継
続
す
る
と
し

て
い
ま
す
。
地
域
と
家
庭
か
ら
出
来

る
、
省
エ
ネ
型
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
、

省
エ
ネ
ま
ち
づ
く
り
な
ど
あ
げ
て
い

ま
す
。
同
時
に
、
地
域
か
ら
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
拡
大
の
取
り
組
み
と

意
識
啓
発
も
重
要
な
課
題
で
す
。

横山幸次区議のホームペー

ジ・ブログ・ツイッター

をご覧下さい。横山幸次

で検索して下さい。

裏面 来年度の学校選択の

状況、河川水利訓練など

12月７日(月)
来年は…

１月４日(月)

午後６時～８時

横山区議事務所

今
年
も
新
語
・
流
行
語
大
賞
ト
ッ
プ

テ
ン
と
年
間
大
賞
が
発
表
。
そ
の
中
に
、

安
保
法
制
＝
戦
争
法
に
反
対
運
動
の
中

で
生
ま
れ
た
「
ア
ベ
政
治
を
許
さ
な
い
」

「
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｌ
Ｄ
ｓ
」
が
入
る
一
方
、
安

倍
首
相
の
「
一
億
総
活
躍
社
会
」
も
入
っ

て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
東
京
新
聞
の

「
本
音
の
コ
ラ
ム
」
（
文
芸
評
論
家
斉

藤
美
奈
子
さ
ん
執
筆
）
の

「
失
言
暴
言
大
賞
」
が
目
に

入
り
ま
し
た
。
自
民
党
幹
部

や
閣
僚
に
よ
る
「
法
的
安
定
性
は
関
係

な
い
」
「
憲
法
学
者
は
憲
法
９
条
二
項

の
字
面
に
拘
泥
」
「
（
合
憲
と
す
る
）

学
者
は
た
く
さ
ん
」
（
内
実
は
３
人
）

…
。
民
主
主
義
を
取
り
戻
す
た
め
に
闘

う
側
と
劣
化
し
続
け
る
安
倍
政
権
の
対

比
が
ク
ッ
キ
リ
。
世
の
中
の
流
れ
を
暗

示
し
て
い
る
よ
う
で
す
。

横
山
幸
次

「アベ政治を許さない」受賞者:澤地久枝(作家)

「安心してください、穿いてますよ。」とにかく明る

い安村(お笑い芸人)

「一億総活躍社会」安倍晋三(総理大臣)

「エンブレム」夏野剛(東京オリンピック・パラリン

ピック競技大会組織委員会参与)

「五郎丸(ポーズ)」五郎丸歩(ラグビー日本代表)

「SEALDs」奥田愛基(SEALDsメンバー)

「トリプルスリー」柳田悠岐(福岡ソフトバンクホー

クス)、山田哲人(東京ヤクルトスワローズ)

「ドローン」野波健蔵(千葉大学大学院工学研究科・

工学部特別教授)

「爆買い」羅怡文(ラオックス代表取締役社長)

「まいにち、修造!」松岡修造(プロテニスプレーヤー)

お急ぎの場合は、北千住法律事務所

の相談日などご紹介します。

生活相談は、随時受け付け

TEL&FAX ３８９５－０５０４
不在時は、留守電へ、後で連絡します。

区役所控室 ３８０２－４６２７

「原発」とＣＯ２排出…
政府・財界は原発を「低炭素社

会の切り札」などといっています。

しかしウランを掘ってくる時、精

錬する時、濃縮・加工さらに使用

済み核燃料の再処理や保管など大

量の石油燃料や電力を使用、つま

りCO2を出します。原発事故がもた

らす被害とコストは、甚大です。



合計 男 女

第四峡田小 抽選 66 28(33) 61(54) 89(87) 38(46) 51(41) 0(1) 89(88)
第五峡田小 99 57(72) 8(14) 65(86) 33(42) 32(44) 22(28) 87(114)
第七峡田小 66 47(66) 10(5) 57(71) 33(36) 24(35) 7(3) 64(74)
大門小学校 66 16(15) 4(10) 20(25) 13(25) 7(12) 20(12) 40(37)

峡田小学校 抽選 66 48(38) 29(23) 77(61) 38(37) 39(24) 1(0) 78(61)
尾久小学校 抽選 66 75(55) 10(5) 85(75) 41(37) 44(38) 1(0) 86(75)
ひぐらし小 抽選 66 87(79) 19(18) 106(97) 55(51) 51(46) 5(0) 111(97)

第五中 133 44(65) 21(38) 65(103) 40(56) 25(47) 14(16) 79(119)
原中 133 89(97) 46(57) 135(154) 70(76) 65(78) 17(32) 152(186)

尾久八幡中 抽選 133 134(139) 120 254 144 110 0 254
諏訪台中 抽選 133 190(216) 21(16) 211(232) 104(114) 107(118) 8(3) 219(235)

抽選
実施

２０１６年度小学校・中学校希望校受付後の町屋地域などの状況　※（　）は昨年実績

学校名

通学区
域内の
申込者
数

通学区域
外の申込
者数

申込者数
通学区域
内の想定
者数

総計

受入
可能
児童
生徒
数

11
月
11
日
ま
で
に
小
中
学
校
の

希
望
校
申
し
込
み
が
お
こ
な
わ
れ
、

申
込
み
が
多
か
っ
た
学
校
は
、
12

月
３
日
、
公
開
抽
選
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
小
学
校
で
は
、
峡
田
小
、

四
峡
小
、
尾
久
小
、
ひ
ぐ
ら
し
小
、

中
学
校
で
は
、
尾
久
八
幡
中
、
諏

訪
台
中
が
抽
選
に
な
り
ま
し
た
。

町
屋
地
域
は
、
小
学
校
で
昨
年

に
続
き
第
四
峡
田
小
が
抽
選
に
な

り
ま
し
た
（
昨
年
抽
選
の
七
峡
小

は
、
今
回
受
入
可
能
数
に
収
ま
り

抽
選
無
し
）
。
小
学
校
に
関
し
て

は
、
途
中
か
ら
従
来
の
自
由
選
択

制
か
ら
、
隣
接
区
域
選
択
制
に
変

更
し
ま
し
た
。
元
々
小
学
生
の
場

合
、
多
く
の
児
童
が
が
学
区
域
内

の
学
校
を
選
択
し
て
い
ま
し
た
。

中
学
校
は
、
ど
ち
ら
か
と
い
う

と
「
風
評
」
や
、
や
り
た
い
部
活

の
有
無
、
人
間
関
係
な
ど
に
よ
っ

て
も
移
動
が
あ
る
よ
う
で
す
。
ま

た
、
現
在
の
学
区
域
は
、
例
え
ば

四
峡
小
の
芝
生
校
庭
に
面
す
る
道

路
よ
り
北
側
は
五
峡
小
の
学
区
域

で
あ
る
な
ど
不
合
理
な
面
が
あ
り

ま
す
。
学
校
選
択
制
度
導
入
以
前

で
も
事
情
が
あ
れ
ば
学
区
域
外
の

学
校
に
変
更
も
可
能
で
し
た
。

学
校
選
択
制
は
、
各
学
校
を
競

わ
せ
て
「
特
色
あ
る
学
校
」
づ
く

り
な
ど
と
し
て
出
発
し
ま
し
た
。

し
か
し
毎
年
フ
タ
を
開
け
な
け

れ
ば
、
普
通
教
室
や
教
員
の
配
置
、

特
別
教
室
の
使
い
方
な
ど
決
め
ら

れ
な
い
な
ど
の
問
題
が
起
こ
り
ま

す
。
原
中
は
、
新
入
生
増
で
教
室

が
不
足
、
一
階
多
目
的
室
を
普
通

教
室
に
転
用
せ
ざ
る
を
得
な
く
な

り
ま
し
た
。
地
域
で
学
校
を
見
守

り
育
て
る
意
識
が
ど
う
な
っ
て
い

る
の
か
な
ど
の
心
配
も
あ
り
ま
す
。

公
教
育
の
あ
り
方
か
ら
も
学
校

選
択
制
の
検
証
と
見
直
し
が
必
要

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

以
前
、
尾
久
の
原
公
園
に
面
し
た

隅
田
川
か
ら
河
川
の
水
を
消
防
水
利

で
使
う
た
め
に
、
ポ
ン
プ
と
ホ
ー
ス

を
連
結
し
旭
電
化
通
り
を
ま
た
い
で

七
峡
小
ま
で
送
水
訓
練
を
行
っ
た
と

お
知
ら
せ
し
ま
し
た
。
今
回
11
月
29

日
（
日
）
隅
田
川
か
ら
消
火
用
水
を

給
水
し
、
荒
川
工
業
高
校
校
庭
（
南

千
住
６
）
で
の
放
水
を
行
う
訓
練
を

実
施
。
災
害
の
時
に
は
、
千
住
間
道

を
超
え
て
南
千
住
１
丁
目
ま
で
長
距

離
送
水
す
る
こ
と
を
想
定
し
て
い
ま

す
。
各
町
会
、
区
民
レ
ス
キ
ュ
ー
隊
、

南
千
住
第
二
中
学
レ
ス
キ
ュ
ー
部
、

消
防
署
、
消
防
団
が
参
加
し
ま
し
た
。

今
回
使
用
し
た
ポ
ン
プ
は
Ｃ
級
ポ

ン
プ
で
通
常
の
Ｄ
級
の
二
倍
の
力
が

あ
り
ま
す
。
合
わ
せ
て
、
自
動
給
水

機
能
付
き
中
継
ポ
ン
プ
も
購
入
。

隅
田
川
の
水
は
、
陸
か
ら
見
る
と

濁
っ
て
見
え
ま
す
が
、
中
継
プ
ー
ル

に
た
め
て
み
る
と
匂
い
は
少
し
あ
り

ま
す
が
、
ま
ず
ま
ず
の
透
明
度
。
消

防
署
員
か
ら
も
使
え
る
と
い
う
声
も
。

送
水
ホ
ー
ス
は
、
丈
夫
で
す
が
、

車
が
乗
り
上
げ
切
断
の
可
能
性
も
あ

り
、
防
護
し
ま
す
。
し
か
し
、
歩
行

者
・
自
転
車
な
ど
通
行
の
妨
げ
に
も

な
り
ま
す
。
実
際
は
、
震
災
で
が
れ

き
な
ど
が
散
乱
す
る
状
況
の
中
で
は
、

長
距
離
送
水
は
な
か
な
か
困
難
を
極

め
そ
う
で
す
。

今
回
は
、
訓
練
で
多
く
住
民
に
体

験
し
て
頂
く
こ
と
も
目
的
に
し
て
い

た
よ
う
で
す
。
実
際
に
は
、
周
辺
に

建
物
が
な
い
空
き
地
と
マ
ン
シ
ョ
ン

の
間
が
一
番
効
率
的
で
す
。
実
践
的

な
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
必
要
で
す
。


